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 三上章は生涯にわたって「主語廃止論」を唱えた（三上 1953, 1960, 1963）。主語廃止論は
狭義には否定されたかもしれない（cf. 原田 1973，柴谷 1985，庵 2012）が，三上の意図を
「「は」と「が」に異なるラベルを貼ること」と捉えれば，三上の主張は現在の日本語学に







ていると見ている（庵 2003, 2012も参照）1。 
 
（1）a. 太郎はこの本を書いた。 






 （2）a. この本は太郎が書いた。 










（3）a. は：係助詞 心理的（虚） 大きく係る 















（5）[日本社会が              対応できるか]は大きな問題である。 
         
 




 もう 1 つ，三上（1960:137-138）から興味深い例を引用する。 
 
（7）ところがソ連の発表はまるで違う。その米飛行機はウラル山中の上空まで侵入し，そ 

















３.１ CSJ および CSJ-RDBについて 
 日本語話し言葉コーパス（CSJ） は自発性の高い独話を主対象とした日本語の音声コー
パスであり，種々の学会における実際の研究発表（学会講演）と，一般話者による主に個
人的な内容に関する 10 ～15 分程度のスピーチ（模擬講演）がその中心を占める。これ以
外に対話データも一部含まれるが，本発表では独話データのみを用いて分析を行った。 






 本発表では，CSJ-RDB ver.1.0を Navicat Premium ver.12.1.20 を用いて検索した。 
 検索方法は，次の通りである。 
 
（8）a. 「は」で終わる文節 A を含む節において，文節 A の係り先の文節 B を係り受け情
報を用いて特定する。 
   b. 「が」で終わる文節 C を含む節において，文節 C の係り先の文節 D を係り受け情
報を用いて特定する。 
     c. 文節 A および文節 C が主語であるか否かを目視で確かめ，主語であるものだけを
考察対象とする。 
   d. 文節 A～Dの位置情報を用いて，係り元と係り先の文節間の距離（文節数）を測る。 








表 1 統語的性質と「は」と「が」 
統語的性質 「は」頻度 「が」頻度 合計 
文末 2649↑ 1619↓ 4268 
と節・か節 228↓ 739↑ 967 
並列節5 948↑  871↓ 1819 
連用節6 480↓ 1461↑ 1941 
連体節 277↓ 1905↑ 2182 













表 2 「は」と「が」と平均文節数 
  は が 
文末 7.59  2.82  
と節・か節 6.76  2.29  
並列節 5.66  2.53  
連用節 5.64  2.32  
連体節 6.56  2.32  
全体 6.88  2.47  
 
「は」に関する 1 要因分散分析の結果は次の通りで， 
   F(4, 4577)= 20.80，p<.01  
Holm 法による多重比較の結果，「文末」と「並列節」，「文末」と「連用節」の間には有意
差が見られたが，それ以外の性質間には有意差は見られなかった。 
「が」に関する 1 要因分散分析の結果は次の通りで， 















                      No  が（無標の場合） 
       Yes  が節／けど節，し節    
 従属節の主語が             Yes   は（有標の場合） 
 主節と異なる              No  は（無標の場合）…① 
        No  #の条件を全て満たす 
                     Yes  が（有標の場合） 
   #：1）主語は3人称 2）述語は動詞で「いつも」の意味ではない 3）主語はそのテキストで初出 
   ①の場合に「が」を使うと，総記の意味になる 
図1 「は」と「が」の使い分けのフローチャート 
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